
科目名 応用物理 英語科目名 Applied Physics 

開講年度・学期 平成２７年度・通年 対象学科・専攻・学年 機械工学科・４年 

授業形態 講義 必修 or選択 必修 

単位数 ２単位 単位種類 履修単位（６０ｈ） 

担当教員 日下田 淳 居室（もしくは所属） 機械工学科棟２階 

電話 内線 212 E-mail higeta＠小山高専ドメイン名 

 
授業の到達目標 
 

授業到達目標との対応 

小山高専の 
教育方針 

学習・教育到達
目標(JABEE) 

JABEE基準 

１．質点の運動について，ベクトルや微分積分を用いて表すことができ
ること． 

③ Ａ，Ｃ c，d-1，g 

２．仕事や力学的エネルギーについて，ベクトルや微分積分を用いて表
すことができること． 

３．剛体の運動について，ベクトルや微分積分を用いて表すことができ
ること． 

４．一自由度系の振動について，運動方程式や固有振動数，一般解を求
めることができること． 

各到達目標に対する達成度の具体的な評価方法 

到達目標１～４：中間試験，定期試験での関連問題および授業中の練習問題（提出物）において，６０％以上の得点に
より達成とする． 

評価方法 

計４回の試験による点数を８０％（各中間試験：２０％，各定期試験：２０％），小テストおよび提出物による点数を
２０％で評価する． 

授業内容 

１．ベクトルの内積・外積，微分方程式の復習 （１週） 
２．質点の直線運動・平面運動 （２週） 
３．運動方程式とその適用例 （２週） 
４．回転運動に関する運動方程式 （２週） 
前期中間試験 （１週） 

５．試験返却と解説 （１週） 
６．座標変換と慣性力 （１週） 
７．仕事・仕事率 （２週） 
８．力学的エネルギー保存則 （２週） 
９．重心と運動量 （１週） 
前期定期試験 

１０．試験返却と解説（1週） 
１１．角運動量保存則 （１週） 
１２．質点系と剛体の重心 （１週） 
１３．質点系と剛体の運動 （２週） 
１４．剛体の慣性モーメント （１週） 
１５．剛体に関する運動方程式 （１週） 

後期中間試験 （１週） 
１６．試験返却と解説 （１週） 
１７．振動の基本 （２週） 
１８．減衰のない１自由度系の自由振動 （１週） 
１９．減衰のある１自由度系の自由振動 （２週） 
２０．等価ばね，等価質量 （１週） 

後期定期試験  
※各項目の週数は，あくまでも目安です．授業の進捗・学生の理解度によって，増減する可能性があります． 

キーワード 運動方程式，力学的エネルギー，運動量，慣性モーメント，自由振動，ベクトル，微分積分 

教科書 柴田洋一ほか「初歩から学ぶ基礎物理学 力学Ⅱ」（大日本図書） 

吉村靖夫ほか「機械系教科書シリーズ１７ 工業力学」（コロナ社） 

参考書 特に指定しない 

カリキュラム中の位置づけ 

前年度までの関連科目 物理，工業力学Ⅰ・Ⅱ，微分積分学，代数学・幾何学 

現学年の関連科目 応用数学 

次年度以降の関連科目 機械力学，制御工学，力学特論 

連絡事項 

・３年までに学習した，物理，工業力学Ⅰ・Ⅱ，微分積分学，代数学・幾何学の内容を復習しておくこと． 
・授業の後半（後期中間試験以降）では，工業力学Ⅰ・Ⅱで使用した教科書を使用する． 

シラバス作成年月日 平成２７年２月２５日 

 


